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学 位 論 文 要 旨 
 
Antibody-dependent cellular cytotoxicity mediated by cetuximab against lung 
cancer cell lines 
（肺癌細胞株におけるセツキシマブを介した抗体依存的細胞傷害活性の検討） 
  




（ADCC : Antibody-Dependent Cellular Cytotoxicity）について検討することを目的とし
た。 
 








































 結 論 
 本研究では、肺癌細胞株に対するセツキシマブのADCC活性を確認し、免疫組織染色で検
出される程度の極めて少ないEGFRが細胞株に発現していれば十分なADCC活性が誘導され、
このADCC活性はインターロイキン2処理により増強されることを示した。セツキシマブに誘
導されるADCC活性は、肺癌患者において、抗癌剤あるいはインターロイキン2とセツキシマ
ブの併用療法などを考える上で、期待される作用機序の一つと考えられる。 
 
 
 
 
